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照陽の家には訪問看護ステーションハートケアがあります。

訪問看護とは看護師がご自宅を訪問し看護ケアを提供し療養生活を支援するサービスです。

照陽の家は住み慣れた地域において、高齢者の方、お子様、地域の方、

誰もが集い、多様なサービスや活動の中で支え合う拠点です。
今月の 言葉

リオ会議の演説で脚光を浴び「世界でもっとも貧しい大統領」として有名なウルグアイ元大統領のホセ・

ムヒカ氏。優しさと強さとが重なりあったムヒカ氏の言葉をお届けします。

～ホセ・ムヒカ～

高齢者の脱水予防について

脱水を予防するには、体に必要な水分を定期的に摂取する必要があります。

しかし筋力が衰えてトイレまでの移動が億劫になったり、失禁の経験があったりすると、

トイレに行く回数を減らそうと自分で水分の摂取を控えてしまう人がいます。

なかなか自発的に水分補給をしない場合もあるため、水分が多い食事メニューにしたり、

デザートにみずみずしいフルーツを出したりするなど、本人が進んで水分を摂取したく

なるよう工夫をしてみましょう。直ぐに手が届く場所にいつも飲み物のペットボトルを

準備しておくのもおすすめです。

高齢者の脱水症を防ぐには、周囲のサポートが必要不可欠です。

令 和 の 時 代 が 始 ま り 1 ヶ 月 が 過 ぎ ま し た 。 皆 様 い か が お 過 ご し

で し ょ う か ？ 今 年 も ま た そ ろ そ ろ 入 梅 の 季 節 と な り 新 茶 や 青 梅 の

爽 や か さ に 気 持 ち が 洗 わ れ る こ の 頃 で す 。 さ て 、 2 0 1 9 年 は 次 期

改 正 に む け て 「 介 護 保 険 の 見 直 し 作 業 に 入 る 年 」 と 厚 生 労 働 省 か

ら の 説 明 が あ っ た の は 周 知 の 通 り で す 。 「 集 い ・ 互 い ・ 知 恵 」 を

キ ー ワ ー ド と し て さ ら な る 地 域 作 り が 求 め ら れ る 訳 で す が 、 こ の

度 、 運 営 推 進 会 議 に お い て 地 域 課 題 と し て 以 前 よ り 挙 が っ て い た

「 集 い の 場 」 を 運 営 推 進 委 員 、 地 域 の 方 々 と 照 陽 の 家 が 連 携 し 今

月 か ら 「 地 域 支 え 愛 ほ っ と ガ ー デ ン ト ミ さ ん の 家 」 を 開 所 す る 事

に な り ま し た 。 し ば ら く 空 家 に な っ て い た 民 家 を 県 外 在 住 の 家 族

様 の ご 好 意 に よ り 使 用 さ せ て 頂 き 、 い き い き サ ロ ン や 会 議 を 開 催

す る 中 で 家 か ら 出 て 人 と 出 会 い 、 お 話 、 笑 い 、 介 護 予 防 、 認 知 症 予

防 に 効 果 が あ が れ ば と 考 え ま す 。 人 生 1 0 0 年 時 代 、 社 会 参 加 を 通

じ て 介 護 だ け に 関 わ ら ず 生 活 課 題 全 般 に つ い て み ん な で 考 え 「 人

と し て の 生 活 」 が 少 し で も 幸 福 な 時 間 で あ る よ う 努 力 し た い と 思

い ま す 。

倉吉の鳥取看護大学から今年も実習生5名が来所されました。地域の方との交流も大きな目

的で「町の保健室」を開催。角三支え愛ほっとガーデンに20名の地域住民が集合され和気あ

いあいと、また真剣に講義に参加して頂きました。

大切なのは助け合うこと。それが創造力になるのです。

施設長 三代 富士子


